
3,482,404

特定財源の状況

分担金・負担金

使用料・手数料

国費

県費

市債

その他

一般財源 20,360

補正額

所属
<42>

区分会計
<1> <--->

年度
<2016>

平成 28 年度　宇陀市一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 一般会計　人件費　補正予算

補正予算 [第 3 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算42 人事課 （総務部）

事業の目的

区分 区分名№　平成28年8月の人事院勧告に伴う給与改定及び、平成28年4月の
人事異動等に伴う人件費の過不足を調整。

目

款

項

備　　考

細目

根拠条例等

総合計画

補正事業
概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

20,360

H28補正前
予算額

3,462,044

H28現計
予算額

人件費補正内訳
（千円）

人勧に伴う
給与改定

人事異動等 合　計

給与 1,440 △ 3,510 △ 2,070

職員手当 15,913 4,249 20,162

共済費 2,969 △ 1,720 1,249

退職手当負担金 559 460 1,019

合　計 20,881 △ 521 20,360

-1-



16,617

12名議員12月期末手当512千円増額
　 議長　  　        53,750円
　 副議長     　    45,000円
   議員10人分　 412,500円

特定財源の状況

分担金・負担金

使用料・手数料

国費

県費

市債

その他

一般財源 512

補正額

所属
<21>

区分会計
<1> <1-1-1-1>

年度
<2016>

平成 28 年度　宇陀市一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 議会議員期末手当(人事院勧告分）

補正予算 [第 3 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算21 議会事務局

事業の目的

区分 区分名№　人事院勧告により議員期末手当12月支払い分0.1月増額。

目 1 議会費

款 1 議会費

項 1 議会費

備　　考

細目 1 議会費

根拠条例等 宇陀市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例

総合計画

補正事業
概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正前16,105千円→補正後16,617千円

512

H28補正前
予算額

16,105

H28現計
予算額
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2,000

　地域おこし協力隊制度を活用した起業者（事業プレイヤー）の募集
にかかる支援を行う「大和高原しごとづくり協議会」に対しての負担
金の補正。

　①募集要領の作成支援
　②応募者に対する説明・問合せ対応
　③応募者の提出書類（事業計画書など）の審査支援
　④選考・評価資料の作成支援
　⑤審査（面接など）の支援

特定財源の状況

分担金・負担金

使用料・手数料

国費

県費

市債

その他

一般財源 2,000

補正額

所属
<81>

区分会計
<1> <2-1-19-2>

年度
<2016>

平成 28 年度　宇陀市一般会計

所管課

事業
区分

新規 事業名 地方創生総合事業（アントレプレナー育成循環事業分）

補正予算 [第 3 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算81 企画課 （企画財政部）

事業の目的

区分 区分名№　本事業は、「宇陀市まち・ひと・しごと創生総合戦略」で掲げている
基本目標「しごと：地域資源を活かして育てるまちづくり」を推進する
ため、国の地域おこし協力隊制度を活用するとともに官民連携によ
る起業家を育成し経済循環を図る。

目 19
地方創生総合事業
費

款 2 総務費

項 1 総務管理費

備　　考

細目 2
地方創生総合事業
費（企画課）

根拠条例等 まち・ひと・しごと創生法

総合計画

補正事業
概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

①負担金
　大和高原しごとづくり協議会負担金：2,000千円

2,000

H28補正前
予算額

H28現計
予算額

-3-



3,625

　埋葬が不可能な地域や、道路等公共用地での事故死による個体
など、衛生的に処分する必要があるものについて火葬処理を行って
いるが、道路等での事故死による個体処理が多数発生しているた
め、委託料の補正を行う。

【委託金額】
　20㎏未満　　 1頭25,000円
　20㎏～60㎏　1頭30,000円
　60㎏以上　   1頭35,000円

【補正概要】
　　20㎏～60㎏　30,000円/頭×35頭＝1,050,000円

特定財源の状況

分担金・負担金

使用料・手数料

国費

県費

市債

その他

一般財源 1,050

補正額

所属
<142>

区分会計
<1> <2-1-19-13>

年度
<2016>

平成 28 年度　宇陀市一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 有害鳥獣駆除個体処分事業

補正予算 [第 3 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算142 農林課 （農林商工部）

事業の目的

区分 区分名№　有害鳥獣の個体処分については、埋葬を中心に行っているが、埋
葬が不可能な地域や、道路等公共用地での事故死による個体な
ど、衛生的に処分する必要があるものについて火葬処理を行う。

目 19
地方創生総合事業
費

款 2 総務費

項 1 総務管理費

備　　考

細目 13
地方創生総合事業
費（農林課）

根拠条例等

総合計画 基本計画　第５章　第１節　農林業の活性化

補正事業
概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

有害鳥獣駆除個体処分事業委託料
　【当初】
　　2,575,000円

　【補正】
　　35頭　1,050,000円
　　　内訳　20㎏～60㎏　30,000円/頭×35頭＝1,050,000円

　【実績】
　　Ｈ27               118頭  3,810,000円
　　Ｈ26　 　            87頭  2,615,000円
    Ｈ25                 57頭　1,810,000円

1,050

H28補正前
予算額

2,575

H28現計
予算額
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補正増減
内容

(補正前、
補正後)

・電算委託料
　（補正後）　2,270,400円×1.08＝2,452,032円
　（補正前）　1,513,600円×1.08＝1,634,688円

　1,634,688円－2,452,032円＝817,344円不足

818

H28補正前
予算額

57,296

H28現計
予算額

備　　考

細目 1 本庁賦課徴収費

根拠条例等 地方税法施行規則第１０条

総合計画

補正事業
概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）

事業の目的

区分 区分名№　マイナンバー施行に伴う給与支払報告書・住民税申告書等の様
式改正により、課税者・給与支払者・被扶養者の個人特定を行うこ
とにより、適正な課税を行う。

目 2 賦課徴収費

款 2 総務費

項 2 徴税費

[第 3 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算62 税務課 （企画財政部）

補正額

所属
<62>

区分会計
<1> <2-2-2-1>

年度
<2016>

平成 28 年度　宇陀市一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 賦課徴収費事務（マイナンバー施行関係費）

補正予算

58,114

　課税資料の根幹である給与支払報告書の新様式が国から示さ
れ、大幅な項目増加に伴い、パンチ項目が約1.5倍に増加した。か
つ処理に要する日数も増加することとなる。
　加えて、マイナンバー記載の課税資料を庁舎外に持ち出すことに
よる管理体制の強化も要し、当初予定より委託料が増加する見込
である。

特定財源の状況

分担金・負担金

使用料・手数料

国費

県費

市債

その他

一般財源 818
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年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <3-1-1-2> <127>

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 3 号] 事業別シート

事業
区分

新規 事業名 国庫補助金返還金（Ｈ27年度　臨時福祉給付金）

所管課 127 介護福祉課 （健康福祉部） 宇陀市一般会計予算

款 3 民生費

区分 № 区分名

事業の目的

　平成27年度実施の臨時福祉給付金支給事業を終え、精算したこ
とにより国へ補助金の返還を行う。

目 1 社会福祉総務費

項 1 社会福祉費

補正事業
概要
(理由含）

総合計画

根拠条例等 宇陀市臨時福祉給付金支給事業実施要綱

細目 2
臨時福祉給付金事
業費

その他

一般財源 1,254

補正額 1,254

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

H28現計
予算額

1,254

特定財源の状況

国費

県費

市債

財源の内訳（単位：千円）
(単位：千円）

国費受入額 給付事業費 償還金
臨時福祉給付金事業費 45,000 43,746 1,254

(単位：千円）
当初予算額 0
決算見込額 1,254

補正額 1,254
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年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <3-1-1-4> <127>

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 3 号] 事業別シート

事業
区分

新規 事業名 臨時福祉給付金（経済対策分）

所管課 127 介護福祉課 （健康福祉部） 宇陀市一般会計予算

款 3 民生費

区分 № 区分名

事業の目的

　平成26年4月から消費税率が5％から8％へ引き上げられたことに
伴い、一定の所得以下の方々への負担を緩和するため、制度的な
対応（軽減税率の導入）が行われるまでの間、暫定的・臨時的な措
置として支給するもの。
　（対象期間：平成29年4月～平成31年9月　2年6ヶ月分）

目 1 社会福祉総務費

項 1 社会福祉費

補正事業
概要
(理由含）

総合計画

根拠条例等 宇陀市臨時福祉給付金支給事業実施要綱

細目 4
臨時福祉給付金事
業費（経済対策分）

その他

一般財源 ▲ 815

補正額 140,091

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

H28現計
予算額

140,091

特定財源の状況

国費 140,906

県費

市債

財源の内訳（単位：千円）

臨時福祉給付金給付事業費補助金
　　　　　　　　　　　　　　　127,500千円
臨時福祉給付金給付事務費補助金
　　　　　　　　　　　　　　　 13,406千円

（単位:千円）
賃金（臨時職員） 2,016
旅費 3
需用費 180
役務費 2,216

委託料 8,176

負担金、補助及び交付金 127,500
合　　　計 140,091

(単位：千円）
当初予算額 0
決算見込額 140,091
補正額 140,091

-7-



補正増減
内容

(補正前、
補正後)

10,634

H28補正前
予算額

1

H28現計
予算額

備　　考

細目 1 本庁障害者福祉費

根拠条例等 障害者総合支援法、宇陀市相談支援事業実施要綱等その他事業実施要綱

総合計画 基本計画　第２章 第４節　障がいのある人がいきいきと暮らせるまち

補正事業
概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）

事業の目的

区分 区分名№　障害者自立支援給付費、障害児入所給付費、障害者医療費及び
精神障害者医療費助成事務費補助金の精算に伴い、国・県への負
担金・補助金の返還を行う。

目 2 障害者福祉費

款 3 民生費

項 1 社会福祉費

[第 3 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算127 介護福祉課 （健康福祉部）

補正額

所属
<127>

区分会計
<1> <3-1-2-1>

年度
<2016>

平成 28 年度　宇陀市一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 国庫負担金・県負担金返還金

補正予算

10,635

特定財源の状況

分担金・負担金

使用料・手数料

国費

県費

市債

その他

一般財源 10,634

(単位：円）
給付費名 国費 県費

障害者自立支援 4,134,149 2,066,574
障害児入所 341,795
障害者医療費 4,082,702
精神拡充事務 9,000

合計 8,558,646 2,075,574

(単位：千円）
当初予算額 1
決算見込額 10,635
補正額 10,634
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分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

787,574

H28現計
予算額

810,410

特定財源の状況

国費 9,075

県費 6,820

市債

財源の内訳（単位：千円）　障害福祉サービス利用の支給決定の変更や、制度の周知により、
各種福祉事業の利用が増え、扶助費の増額となった。

【国費】
自立支援給付費負担金　　8,250千円
障害児施設給付費負担金　　750千円
地域生活支援事業費補助金　75千円

【県費】
自立支援給付費負担金　　4,125千円
障害児施設給付費負担金　 375千円
地域生活支援事業費補助金　37千円
精神障害者医療費助成事業費補助金
　　　　　　　　　　　　　　　　　2,283千円

その他

一般財源 6,941

補正額 22,836

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第２章 第４節　障がいのある人がいきいきと暮らせるまち

根拠条例等 障害者総合支援法

細目 1 本庁障害者福祉費

款 3 民生費

区分 № 区分名

事業の目的

　障害者及び障害児が自立した日常生活を営むことができるよう、
必要な障害福祉サービスに係る給付その他の支援を行い、もって
障害者等の福祉の増進を図ると共に、障害の有無にかかわらず、
市民が相互に人格と個性を尊重し、安心して暮らすことができる地
域社会の実現に寄与することを目的とする。

目 2 障害者福祉費

項 1 社会福祉費

所管課 127 介護福祉課 （健康福祉部） 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 障害者福祉費

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 3 号] 事業別シート

年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <3-1-2-1> <127>

（単位:千円）
扶助費 22,500

事務費 336

合　計 22,836

（単位:千円）

H28年度当初予算 787,574
H28年度補正予算 22,836

合　　計 810,410
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分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

377,417

H28現計
予算額

381,299

特定財源の状況

国費

県費

市債

　確定額　　　　　　　　　　364,521,227円・・・③

　支出済額（Ｈ27）　　　　360,639,800円・・・⑥

　補正額　①－②　　　　　　 3,881,427円

財源の内訳（単位：千円）　平成27年度後期高齢者医療給付費市町村負担金の確定に伴い、
平成27年度支出済の負担金に不足が生じ、広域連合へ支払いする
必要があるため、増額補正するもの。

　【確定】
　広域連合全体の医療給付費　147,443,522,123円・・・①
　①のうち市町村負担分　　　　　12,286,960,176円・・・②
　②のうち宇陀市負担分　　　　　　　364,521,227円・・・③

　【概算支出（Ｈ27支出）】
　広域連合全体の医療費給付費見込　147,655,953,971円・・・④
　④のうち市町村負担分　　　　　　　　  　12,304,663,600円・・・⑤
　⑤のうち宇陀市負担分　　　　　　　　　　　　360,639,800円・・・⑥

その他

一般財源 3,882

補正額 3,882

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第２章　第３節　高齢者が安心して暮らせるまち

根拠条例等 高齢者の医療の確保に関する法律

細目 1 本庁老人福祉費

款 3 民生費

区分 № 区分名

事業の目的

　後期高齢者の医療給付費の一部を公費（5割）で負担することによ
り、後期高齢者の医療の確保と、運営主体である後期高齢者医療
広域連合の財政の安定化を図る。

　後期高齢者医療費の財源構成
　　公費（国：都道府県：市町村＝4：1：1）　5割
　　後期高齢者支援金（若年者の保険料） 4割
　　高齢者の保険料　　　　　　　　　　　　　　1割

目 3 老人福祉費

項 1 社会福祉費

所管課 101 保険年金課 （市民環境部） 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 後期高齢者医療費市町村負担金

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 3 号] 事業別シート

年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <3-1-3-1> <101>
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年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <3-1-3-1> <127>

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 3 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 地域介護・福祉空間整備推進補助金

所管課 127 介護福祉課 （健康福祉部） 宇陀市一般会計予算

款 3 民生費

区分 № 区分名

事業の目的

　先般、神奈川県相模原市の障害者支援施設において多数入所者
が殺傷される事件があったことから、国の第2次補正予算において、
地域介護・福祉空間整備推進補助金の中で、既存高齢者施設等の
防犯対策強化事業が追加され、社会福祉施設等における入所者の
安全確保を図る。

目 3 老人福祉費

項 1 社会福祉費

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第２章　第３節　高齢者が安心して暮らせるまち

根拠条例等 地域介護・福祉空間整備等施設整備交付金及び地域介護・福祉空間整備推進交付金交付要綱

細目 1 本庁老人福祉費

その他

一般財源

補正額 1,800

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

927

H28現計
予算額

2,727

特定財源の状況

国費 1,800

県費

市債
H28年12月補正予算概要

財源の内訳（単位：千円）　国より地域介護・福祉空間整備推進交付金（既存高齢者施設等
の防犯対策強化事業特例交付金）を受け、事業所に補助金として
支出する。

〇特別養護老人ホーム2施設
敷地内等に防犯カメラを設置し、高齢者の安全を確保する。

地域介護・福祉空間整備推進交付金
1,800千円

9月補正 12月補正 合計

歳
入

国庫補助金
地域介護・福祉
空間整備推進
交付金

927 1,800 2,727

歳
出

負担金・補助
及び交付金

地域介護・福祉
空間整備推進
補助金

927 1,800 2,727

【単位：千円】

科目名
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分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

3,943

H28現計
予算額

4,572

特定財源の状況

国費 471

県費

市債

財源の内訳（単位：千円）　生活困窮者自立支援制度の実施状況を迅速に把握する観点か
ら、全国統一の帳票類の活用や入力情報の統計処理等を内容とし
た、生活困窮者自立支援統計システムの運用に向けた機器を備え
る。

自立相談支援事業負担金　471千円

その他

一般財源 158

補正額 629

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第２章　第６節　心豊かな地域福祉の充実

根拠条例等 生活困窮者自立支援法

細目 1 生活保護総務費

款 3 民生費

区分 № 区分名

事業の目的

　現在、働くことが可能な年齢層で生活保護者が増加していること
に加え、アルバイトや一時雇用の労働者、年収200万円以下の世帯
など、生活困窮に至るリスクの高い層が増えている。また、生活保
護受給世帯のうち、約25％の世帯主が子どもの時にも生活保護を
受けていたという「貧困の連鎖」の対策のため、最後のセーフティ
ネットである生活保護に至る前の段階での支援、いわゆる「第2の
セーフティネット」の充実・強化を図ることを目的とする。 目 1 生活保護総務費

項 3 生活保護費

所管課 121 厚生保護課 （健康福祉部） 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 生活困窮者自立支援事業

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 3 号] 事業別シート

年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <3-3-1-1> <121>

生活困窮者自立支援事業 （千円）

補正（前） 補正（後）
賃金 3,000 3,000 相談員賃金
旅費 129 129 主任相談員養成研修
需用費 40 40 消耗品・関係書籍購入費
備品購入費 0 629 統計システムPC類
扶助費 774 774 住宅確保給付金事業
計 3,943 4,572

予算額
節 内容
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年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <5-1-3-7> <142>

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 3 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 経営体育成支援事業

所管課 142 農林課 （農林商工部） 宇陀市一般会計予算

款 5 農林水産業費

区分 № 区分名

事業の目的

　昨今の日本の農業は、農業所得の激減、農業従事者の減少や高
齢化の進展、農地面積の減少等を受け厳しい状況におかれてい
る。
　このような中で、農業生産の持続性を確保し、意欲ある多様な経
営体の育成や、確保を図っていくことが必要である。
　そのため、それぞれの経営体が直面している課題に応じた、きめ
細やかな支援の実施を通じ、意欲ある多様な経営体の育成や支援
を行う。

目 3 農業振興費

項 1 農業費

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第５章　第１節　農林業の活性化

根拠条例等 宇陀市経営体育成支援交付金交付要綱

細目 7 経営体育成交付金

その他

一般財源

補正額 3,076

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

2,250

H28現計
予算額

5,326

特定財源の状況

国費

県費 3,076

市債
融資主体型補助（補助率：事業費の30％以内）
　【当初】
　　・新規１経営体
　　　　事業費　   7,500,000円
　　　　交付金　   2,250,000円
        交付対象設備　　パイプハウス
　【補正】
　　・新規３経営体
　　　　事業費　 10,166,987円
　　　　交付金　  3,009,000円
　　　　交付対象設備　　枝豆脱穀機・溝堀機械・パイプハウス等
    ・１経営体増加分
　　　　事業費　     223,637円
　　　　交付金　      67,000円
　　・合計（４経営体）
　　　　事業費    10,390,624円
　　　　交付金　   3,076,000円
　【全体】
　　・４経営体
　　　　事業費　  17,890,624円
　　　　交付金　   5,326,000円
　　　　交付対象設備　　枝豆脱穀機・溝堀機械・パイプハウス・
　　　　　　　　　　　　　　　バックホウ等

財源の内訳（単位：千円）　新規就農者、認定農業者、集落営農等、人・農地プラン作成地区
で経営改善を目指す中心経営体等に位置づけられた地域農業を担
う者が、農業機械の更新・導入、及びハウスの整備等で、就農の定
着や農業経営規模拡大により、地域の農業を活性化させるため交
付金の補正を行う。

【補正概要】
　融資主体型補助（補助率：事業費の30％以内）
　　・新規3経営体
　　　　事業費　 10,166,987円
　　　　交付金　  3,009,000円
    ・1経営体増加分
　　　　事業費　     223,637円
　　　　交付金　      67,000円

経営体育成交付金　3,076千円
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年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <5-1-3-91> <142>

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 3 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 新規青年就農者確保事業

所管課 142 農林課 （農林商工部） 宇陀市一般会計予算

款 5 農林水産業費

区分 № 区分名

事業の目的

　青年の就農意欲の喚起と、就農後の定着を図り、経営が不安定な
就農直後（最長5年間）の所得を確保するため、給付金を交付する。

目 3 農業振興費

項 1 農業費

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第５章　第１節　農林業の活性化

根拠条例等 宇陀市青年就農給付金事業補助金交付要綱

細目 91
新規就農者確保事
業

その他

一般財源

補正額 3,321

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

7,500

H28現計
予算額

10,821

特定財源の状況

国費

県費 3,321

市債
青年就農給付金（補助率：全額国費）
　【当初】
　　新規就農者1人　　交付金 1,500,000円
　　継続者4名　　　　　交付金 6,000,000円
    合計　　　　　　　　　交付金 7,500,000円
　【補正】
　　新規就農者4名　　交付金 3,320,452円
　【全体】
　　新規就農者5人　　交付金 4,820,452円
    継続者4名　　　　　交付金 6,000,000円
    合計                   交付金10,820,452円

財源の内訳（単位：千円）　青年の就農意欲の喚起と、就農後の定着を図り、経営が不安定な
就農直後（最長5年間）の所得を確保するため、平成28年度新規就
農予定者４名の給付金の補正を行う。
　【要件】
　　 就農時45歳未満で独立・自営就農した者
　【給付額】
　　・前年度の総所得が100万円未満の就農者
　　　　年間1,500,000円
　　・前年度の総所得が100万円以上350万円未満の就農者
　　　　（350万円－前年の総所得）×3/5
　【給付期間】
　　最長5年間
　【補正概要】
　　・新規就農者　4名
　　・給付金　3,320,452円

青年就農給付金　3,321千円
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補正増減
内容

(補正前、
補正後)

　宿泊事業者誘致のための用地測量、実施設計等を行う。

　　実施設計・・・34,500,000円
　　用地測量・・・　5,000,000円

　　合計　　39,500,000円

39,500

H28補正前
予算額

H28現計
予算額

備　　考

細目 1 産業企画費

根拠条例等

総合計画 基本計画　第５章　第４節　観光の振興

補正事業
概要
(理由含）

合併特例債　37,500千円

財源の内訳（単位：千円）

事業の目的

区分 区分名№　保養センター美榛苑は建築後36年が経過しているため大規模改
修が不可欠である。現在、指定管理者制度の導入による運営を
行っているが、継続するか廃止するかの判断に迫られている。
　同施設は、奈良県東部地域の観光拠点としての役割を果たしてお
り、市への誘客、雇用の創出、地元消費など、市の「ひと・もの・しご
と」といった市経済循環の要であるといえる。
　そのため、市の遊休地の活用、スポーツツーリズムの推進及び防
災機能を持った公園の併設による地域住民の安心の向上等を図る
ことができる場所に、民間の宿泊事業者を誘致する。

目 8 産業企画費

款 5 農林水産業費

項 1 農業費

[第 3 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算141 産業企画課 （農林商工部）

補正額

所属
<141>

区分会計
<1> <5-1-8-1>

年度
<2016>

平成 28 年度　宇陀市一般会計

所管課

事業
区分

新規 事業名 宿泊事業者誘致事業

補正予算

39,500

　美榛苑に代わる市経済循環の要として、民設民営の宿泊施設を
確保し、奈良県東部振興の拠点として活用を図る。

特定財源の状況

分担金・負担金

使用料・手数料

国費

県費

市債 37,500

その他

一般財源 2,000
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補正増減
内容

(補正前、
補正後)

　室生向渕地区

　　補正前　負担金　3,500千円

　　補正後　負担金　7,175千円

　　　　　　　 増　額　 3,675千円

3,675

H28補正前
予算額

3,500

H28現計
予算額

備　　考

細目 1 本庁河川総務費

根拠条例等 奈良県土砂災害対策基本方針

総合計画 基本計画　第３章　第５節　安全・安心な暮らしの実現

補正事業
概要
(理由含）

自然災害防止事業債　3,600千円

財源の内訳（単位：千円）

事業の目的

区分 区分名№　奈良県土砂災害対策基本方針に基づき代替性のない避難所や
自力で避難が困難な方が24時間入居している災害時要援護者施
設関連を守る対策を優先的に実施。

目 1 河川総務費

款 7 土木費

項 3 河川費

[第 3 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算181 建設課 （建設部）

補正額

所属
<181>

区分会計
<1> <7-3-1-1>

年度
<2016>

平成 28 年度　宇陀市一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 急傾斜地崩壊対策事業負担金

補正予算

7,175

　　奈良県土砂災害対策事業

　　・災害時の避難施設を県施工により対策工事を実施。早期の
　　 工事完了のため、県工事の執行予算増額に伴う、負担金の
     増額補正。

　　　室生向渕地区

特定財源の状況

分担金・負担金

使用料・手数料

国費

県費

市債 3,600

その他

一般財源 75
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98,826

　長寿命化計画に基づき、28年度から3ヵ年計画で38棟75戸の屋根
改善工事（大宇陀地内）を計画している。
　付帯工事の一部で補助対象外工事（単独）が生じたことと、補助金
が追加配分されたことによる補正。

特定財源の状況

分担金・負担金

使用料・手数料

国費 2,000

県費

市債 15,800

その他

一般財源 570

補正額

所属
<182>

区分会計
<1> <7-5-1-1>

年度
<2016>

平成 28 年度　宇陀市一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 公営住宅等ストック総合改善事業

補正予算 [第 3 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算182 公営住宅課 （建設部）

事業の目的

区分 区分名№市営住宅屋根改善工事（大宇陀）
建築年度が昭和56年～58年（簡易耐火構造）の市営住宅で、ス
レート屋根が劣化し雨漏りや屋根材が落下する恐れがあるため、改
善工事を行い、躯体部分の劣化を軽減すると共に、安全対策と長
寿命化を図る。

目 1 住宅管理費

款 7 土木費

項 5 住宅費

備　　考

細目 1 本庁住宅管理費

根拠条例等 宇陀市営住宅条例・宇陀市営改良住宅条例

総合計画 基本計画　第３章　第１節　定住拠点の構築

補正事業
概要
(理由含）

地域住宅政策交付金　2,000千円
合併特例債　15,800千円

財源の内訳（単位：千円）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

18,370

H28補正前
予算額

80,456

H28現計
予算額

事業概要

変更前 変更後

１２棟２４戸 １６棟３２戸

（協和・第１団地） （協和・第１・芝生団地）

増減内容

補正前 補正後 増減

事業費(事務費含む) 80,456 98,826 18,370

補助対象事業費 78,000 82,000 4,000

国庫補助金 39,000 41,000 2,000

単位：千円
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分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

H28現計
予算額

326,443

特定財源の状況

国費 57,432

県費

市債 264,000
　補正前　事業費　０円
　補正後　事業費　326,443千円

財源の内訳（単位：千円）　菟田野中学校屋内運動場において雨漏りしているため、改修を行
い併せて同じ屋根材を使用している校舎も屋根、床、外壁等改修を
行い教育環境の改善を図る。

学校施設環境改善交付金　57,432千円
合併特例債　264,000千円

その他

一般財源 5,011

補正額 326,443

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第４章　第３節　教育環境の整備・充実

根拠条例等 公立学校施設に係る大規模地震対策関係法令及び地方防災対策関係法令の運用細目

細目 1 大規模改修事業費

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

　建築後20年経過した建物で、雨漏り等が発生しており改修する必
要があるため、体育館、校舎の大規模改修を行い、避難所機能及
び教育環境の改善を図る。

目 5 大規模改修事業費

項 3 中学校費

所管課 606 教育総務課 （教育委員会事務局） 宇陀市一般会計予算

事業
区分

新規 事業名 菟田野中学校屋内運動場等大規模改修事業

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 3 号] 事業別シート

年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <9-3-5-1> <606>

科　　　　　　目 予算額 備　　　　考
需用費 消耗品費 400千円 事務消耗品

燃料費 238千円 公用車燃料代
役務費 手数料 805千円 確認申請・不用品処分

委託料 工事監理 18,000千円 工事監理委託
工事請負費 300,000千円
備品購入費 7,000千円 学校備品
合　　　計 326,443千円

-18-



補正増減
内容

(補正前、
補正後)

　補正前　事業費　０円
　補正後　事業費　276,400千円

276,400

H28補正前
予算額

H28現計
予算額

備　　考

細目 1 大規模改修事業費

根拠条例等 公立学校施設に係る大規模地震対策関係法令及び地方防災対策関係法令の運用細目

総合計画 基本計画　第４章　第３節　教育環境の整備・充実　

補正事業
概要
(理由含）

学校施設環境改善交付金　33,000千円
合併特例債　244,100千円

財源の内訳（単位：千円）

事業の目的

区分 区分名№　榛原中学校校舎本館及び3号館については耐震化及び大規模改
修を終了し、続いて、1号館及び2号館の便所や教室等の大規模改
修を行い教育環境の改善を図る。

目 5 大規模改修事業費

款 9 教育費

項 3 中学校費

[第 3 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算606 教育総務課 （教育委員会事務局）

補正額

所属
<606>

区分会計
<1> <9-3-5-1>

年度
<2016>

平成 28 年度　宇陀市一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 榛原中学校校舎大規模改修事業

補正予算

276,400

　榛原中学校校舎本館及び3号館の耐震化及び大規模改修終了。
　引き続き1号館及び2号館の床、外壁、便所棟の改修工事を行い
教育環境の改善を図る。

特定財源の状況

分担金・負担金

使用料・手数料

国費 33,000

県費

市債 244,100

その他

一般財源 ▲ 700

科　　　　　　目 予算額 備　　　　考
需用費 消耗品費 400千円 事務消耗品
委託料 設計監理 23,000千円 設計見直し・工事監理

工事請負費 250,000千円
備品購入費 3,000千円 学校備品
合　　　計 276,400千円
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年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <10-1-3-1> <142>

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 3 号] 事業別シート

事業
区分

新規 事業名 治山施設災害復旧事業

所管課 142 農林課 （農林商工部） 宇陀市一般会計予算

款 10 災害復旧費

区分 № 区分名

事業の目的

  自然災害により、林地に被害が発生したため、市町村治山事業に
より復旧事業を実施する。

目 3
治山施設災害復旧
費

項 1
農林業施設災害復
旧費

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第５章　第１節　農林業の活性化

根拠条例等  

細目 1
治山施設災害復旧
費

その他 625

一般財源 625

補正額 2,500

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

H28現計
予算額

2,500

特定財源の状況

国費

県費 1,250

市債

財源の内訳（単位：千円） 市町村治山事業（室生深野地区）
　　簡易法面工　A=200㎡
　　　 工事請負費  2,500,000円

治山施設災害復旧費補助金　1,250千円
治山事業分担金　625千円
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年度 会計 区分 所属
<2016> <1> <10-2-1-1> <181>

平成 28 年度　宇陀市一般会計 補正予算 [第 3 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 公共土木施設災害復旧事業

所管課 181 建設課 （建設部） 宇陀市一般会計予算

款 10 災害復旧費

区分 № 区分名

事業の目的

　梅雨前線や台風の影響で被災した箇所を速やかに復旧し、公共
の福祉を確保する。

目 1
公共土木施設災害
復旧費

項 2
公共土木施設災害
復旧費

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第３章　第２節　道路交通網の整備

根拠条例等 公共土木施設災害復旧事業国庫負担法

細目 1
本庁公共土木施設
災害復旧費

その他

一般財源 13,193

補正額 24,630

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

65,000

H28現計
予算額

89,630

特定財源の状況

国費 7,337

県費

市債 4,100

　補正前　測量設計地質調査　　　　　　　　5,000千円
　　　　　　 地すべり災害調査設計　　　　 15,000千円
　　　　　　 公共土木施設災害復旧工事　15,000千円
　　　　　　 地すべり災害復旧工事　　　　 30,000千円
　　　　　　 　合　計　　　　　　　　　　　　　　65,000千円

　補正後　測量設計地質調査　　　　　　　　5,000千円
　　　　　　 地すべり災害調査設計　　　　 15,000千円
　　　　　　 公共土木施設災害復旧工事　39,300千円
　　　　　　 地すべり災害復旧工事　　　　 30,000千円
　　　　　　 事　務　費　　　　　　　　　　　　 　　330千円
　　　　　　　　合　計　　　　　　　　　　　　　 89,630千円

財源の内訳（単位：千円）　公共土木施設災害復旧事業

　　平成28年8月28日～8月30日の豪雨による被災
      （大宇陀栗野地区　　　1箇所）
　　平成28年9月18日～9月20日の台風16号による被災
　　　（室生上笠間地区他　 3箇所）

　　市が管理する道路・河川について、災害により被災した箇所を
 速やかに復旧し、通行の安全を確保する。

　　公共土木施設災害復旧工事　計5箇所

公共土木施設災害復旧費負担金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　7,337千円
補助災害復旧事業債　　　　 4,100千円
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分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

101,808

H28現計
予算額

131,421

特定財源の状況

国費 7,403

県費 7,403

市債

　確定拠出金見込額　131,420,484円・・・①

　当初見込み額　　　　101,807,751円・・・②

　補正額　①－②　　　　29,612,733円

財源の内訳（単位：千円）　高額医療費共同事業は、奈良県全体で当初見込額3,533,032千円
を大幅に上回る1,027,650千円増額の4,560,682千円が見込まれる。
　今回の補正は、この事業費増に伴う拠出金の増額となる。
　　　当初拠出金見込額　総　額　3,533,032,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　宇陀市 　101,807,751円

　　　確定拠出金見込額　総　額　4,560,682,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　宇陀市　 131,420,484円

高額医療費共同事業負担金（国）
　　　　　　　　　　　　　　　　7,403千円
高額医療費共同事業負担金（県）
　　　　　　　　　　　　　　　　7,403千円
共同事業交付金　14,807千円

その他 14,807

一般財源

補正額 29,613

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第２章　第２節　地域医療体制の充実

根拠条例等 国民健康保険法

細目 1
高額医療費共同事
業医療費拠出金

款 7 共同事業拠出金

区分 № 区分名

事業の目的

　高額な医療費が生じた場合、国保財政に与える影響が大きいこと
から、奈良県国保連合会が実施主体となり、県内市町村を対象に
高額な医療費の発生に対する再保険的な事業を行い、財政運営の
安定化を目的としている。
　国保連合会は、市町村から医療費等に応じた額を拠出金として徴
収し、高額な医療費（80万円以上のレセプトが対象）が発生した場
合に交付金を交付する仕組みとなっている。
　国および都道府県は、市町村に対して各々4分の1に相当する額
を負担する。

目 1
高額医療費共同事
業医療費拠出金

項 1 共同事業拠出金

所管課 101 保険年金課 （市民環境部） 宇陀市国民健康保険事業特別会計予算

事業
区分

継続 事業名 高額医療共同事業拠出事業

平成 28 年度　宇陀市国民健康保険事業特別会計 補正予算 [第 3 号] 事業別シート

年度 会計 区分 所属
<2016> <7> <7-1-1-1> <101>
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年度 会計 区分 所属
<2016> <7> <7-1-2-1> <101>

平成 28 年度　宇陀市国民健康保険事業特別会計 補正予算 [第 3 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 保険財政共同安定化事業拠出事業

所管課 101 保険年金課 （市民環境部） 宇陀市国民健康保険事業特別会計予算

款 7 共同事業拠出金

区分 № 区分名

事業の目的

　市町村間の保険税（料）の平準化および財政の安定化を図るた
め、全医療費を対象とした市町村国保の拠出による事業。
　拠出金は、国保連合会で金額を決定し、第1期から第9期までは概
算拠出金とし、第10期から12期は確定拠出となる。また、被保険者
割60％、医療費実績割40％により算出される。

目 2
保険財政共同安定
化事業拠出金

項 1 共同事業拠出金

総合計画 基本計画　第２章　第２節　地域医療体制の充実

根拠条例等 国民健康保険法

細目 1
保険財政共同安定
化事業拠出金

保険財政共同安定化事業交付金
　　　　　　　　　　　　　　　36,818千円

その他 36,818

一般財源

補正額 36,818

分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

888,310

H28現計
予算額

925,128

特定財源の状況

国費

県費

市債

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

　確定拠出金見込額　925,127,740円・・・①

　当初見込み額　　　　888,309,191円・・・②

　補正額　①－②　　　　36,818,549円

補正事業
概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　保険財政安定化共同事業拠出金は、奈良県全体で当初見込額
32,983,018千円を大幅に上回る1,306,635千円増額の34,289,653千
円が見込まれる。
　今回の補正は、この事業費増に伴う拠出金の増額となる。
　　　当初拠出金見込額　総　額　32,983,018,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　宇陀市   　888,309,191円

　　　確定拠出金見込額　総　額　34,289,653,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　宇陀市 　　925,127,740円
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分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

28,667

H28現計
予算額

64,212

特定財源の状況

国費

県費 1,815

市債

財源の内訳（単位：千円）［浄水・送水・配水施設機械等の修繕］
　現在、18箇所の簡易水道給水区を有し、各給水区で上記の施設
の管理を行っているが、各施設の老朽化に伴う修繕。
●流量計（6箇所）
●配水池水位計（3箇所）
●各浄水施設のろ過材の入替（2箇所）
●その他浄水機械
［施設基金への積立て］

簡易水道施設等整備費補助金
　　　　　　　　　　　　　　　1,815千円
施設基金繰入金　　　  33,730千円

その他 33,730

一般財源

補正額 35,545

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第３章　第４節　上下水道の整備

根拠条例等 「宇陀市簡易水道事業等に関する条例」「宇陀市簡易水道事業給水条例」

細目 1 総務管理費

款 1 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

　水道法の規定に基づき水道事業を実施。
　利用者に清浄で豊富な飲料水の供給を目指して水道施設の管理
を行っている。

目 1 総務管理費

項 1 総務管理費

所管課 501 水道局総務課 （水道局） 宇陀市簡易水道事業特別会計予算

事業
区分

継続 事業名 簡易水道事業（総務管理費）

平成 28 年度　宇陀市簡易水道事業特別会計 補正予算 [第 1 号] 事業別シート

年度 会計 区分 所属
<2016> <11> <1-1-1-1> <501>

歳入
補正前 補正後 増減

簡易水道施設等整備費補助金 15,903 17,718 1,815
施設基金繰入金 28,667 62,397 33,730

歳出
補正前 補正後 増減

需用費 20,393 54,123 33,730
積立金 15,961 17,776 1,815
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年度 会計 区分 所属
<2016> <12> <1-2-1-> <162>

平成 28 年度　宇陀市下水道事業特別会計 補正予算 [第 1 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 公共下水道建設費

所管課 162 下水道課 （水道局） 宇陀市下水道事業特別会計予算

款 1 下水道費

区分 № 区分名

事業の目的

　長寿命化計画に基づき、更新工事等を計画的に実施することによ
り、下水道施設の長寿命化を図り、管理費を抑制する。

目 1 公共下水道建設費

項 2 公共下水道建設費

補正事業
概要
(理由含）

総合計画 基本計画　第３章　第４節　上下水道の整備

根拠条例等 社会資本整備総合交付金交付要綱

細目

その他

一般財源 50

補正額 3,900

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

分担金・負担金

使用料・手数料

H28補正前
予算額

38,500

H28現計
予算額

42,400

特定財源の状況

国費 1,950

県費

市債 1,900

財源の内訳（単位：千円）委託料　3,900千円
第2中継ポンプ場改築更新工事実施設計委託料
（設計内容変更による追加）

社会資本整備総合交付金　1,950千円
公共下水道債　1,900千円

単位：千円

国庫補助金 市債 県補助金 前年度繰越金 一般財源

公共下水道・補助 38,500 19,250 6,200 2,500 0 10,550

単位：千円

国庫補助金 市債 県補助金 前年度繰越金 一般財源

公共下水道・補助 42,400 21,200 8,100 2,500 50 10,550

差引（A)－（B) 3,900 1,950 1,900 0 50 0

予算科目 予算額
財　　源

補　正　前　（A)

予算科目
財　　源

予算額

補　正　後　（B)
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